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平成 2 年度通常総会聞かる

平成 2 年度通常総会は，去る 4 月 26 日に開催され， OR学会賞の授与，新フエローの紹

介が行なわれました.

以下に総会の議事録と事業報告，収支計算報告，事業計画，予算をお知らせします.
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平成 2 年度通常総会議事録

1 日時平成2 年 4 月 26 日(木) 15:00-17:00 

2. 場所学士会分館文京区本郷 7-3 ー 1

3. 出席者森村英典他 933 名(委任状による出席者を

含む)ただし会員総数 2， 465 名 n~ は 822

名)

上記のとおり出席者が定款第31条に定める定足数に達

したので，定款第28条により森村会長が議長となり，議

事録署名人に小島政和，高森 寛の両氏を選出して議事

に入った.

第 1 号議案平成元年度事業報告の件

腰塚理事より別紙平成元年度事業報告書にもとづき説

明があり，承認された.

第 2 号議案平成元年度収支計算報告および監査報告の

件

平本理事より別紙平成元年度収支計算報告書にもとづ

き説明があり，この報告に関し今野監事より監査報告が

なされ承認された.

第 3 号議案平成 2 年度事業計画の件

旗塚理事より別紙平成 2 年度事業計画について説明が

あり，原案どおり承認された.

第 4 号議案平成 2 年度予算の件

平本理事より別紙平成 2 年度予算書について説明があ

り，原案どおり承認された.

第 5 号議案平成 2 年度・ 3 年度役員選任の件

定款第15条にしたがL 、平成 2 年度・ 3 年度役員候補者

並びに継続役員が別紙のとおり発表され，満場一致で選

任された.

第 6 号議案平成 2 年度・ 3 年度評議員選任の件

定款第 19条および第21条にしたがL 、平成 2 年度・ 3 年

度評議員が別紙のとおり発表され，満場一致で選任され
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た.

以上で総会の議事を終了し，議長は閉会を宣言した.

上記議決を明確にするため，この議事録を作成し，議

事録署名人はここに記名押印する.

平成 2 年 4 月 26 日

社団法人 日本オベレーションズ・リサーチ学会

平成 2 年度通常総会

議 長会長森村英典

議事録署名人

" 

小島政和

高森 寛

総会に引き続き，以下の行事が実施された.

1. 学会賞の授与

長谷川表彰委員長，伏見表彰委員，原野表彰委員，高

森表彰委員および鈴木表彰委員より各賞の選考経過の説

明があり，会長より賞状・賞牌が下記のとおり授与され

Tこ.

第 18回日本オベレーションズ・リサーチ学会文献賞

木島正明

加藤直樹

第15回日本オベレーションズ・リサナーチ学会普及賞

唐津一

第14回日本オペレーションズ・リサーチ学会実施賞

田辺製薬株式会社

代表取締役社長千畑一郎

第10回日本オペレーションズ・リ叶ーチ学会事例研究奨

励賞

内藤正明・森田恒平・青柳みどり

北村異一

間測重昭

第 5 回日本オベレーションズ・リサーチ学会事例研究奨

励賞ソフトウェア部門

南石晃明

2. 新プエローの紹介
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新フエローとして田辺国土・竹内啓・矢島敬二・今村

和男・井上洋一・児玉正憲・伯野慶三の各氏が紹介され

会長よりフエロー記が贈呈された.

(第 1 号議案)

平成元年度事業報告

I 事業の概要

1. 研究発表会

(1) 5 月 11 日， 12日の両日，松山大学において，第65

回研究発表会を開催した.

・特別jテーマ「海を渡る ORJ

.特別講演

1) 私の経営哲学 三浦保(三浦工業)

2) 瀬戸大橋について 呉藤満(本四連絡公団)

3) 松山と子規・激石

和田茂樹(子規記念博物館)

-発表件数

一般発表

130件

122件(内部会報告 1 件)

ペーパーフェア 8件(内部会報告 6 件)

・参加者数 293名

また， 13日には四国電力伊方原子力発電所他を見

学した.

(2) 10月 18 日， 19 日の両日，東京理科大学において，

第66回研究発表会を開催した.

・特別講演

1) アクチュアリーとは

二見 直量(生命保険文化研究所)

2) クリーニング・データ

増山元三郎(東京理科大学)

3) 生命科学の諸様相

鶴田 禎二(東京理科大学)

-招待発表

1) 系統復旧問題の分校限定法による解法と復旧

操作に関する知識のOR的分析

駒井研二，坂口敏明(三菱電機)

2) 鉄鋼業における計画問題とエキスパートジス

テムの活用

福村聡，佐能克明，山川栄樹(川崎製鉄)

-発表件数 69件

招待発表 2件

一般発表 62件

ペーパーフェア 5件

-参加者数 256名

また， 20 日にはキッコーマン流山工場他を見学し

た.

2. シンポジウム

(1) 5 月 10日松山大学において，第21回シンポジウム

IORは意思決定に役立つているかj を開催した.参

加者は50名であった.

(の 10月 17 日日本青年館において，第22回シンポジウ

ム「数理計画法の最近の進歩と知的所有権J を開催

した.参加者は 170 名であった.

3. 研究部会

研究部会・研究グループ終了・中間報告

@印終了を示す *印研究グルーフを示す大印常設部会を示す

部会名 l 査
事 lメンバー[瓦同 内 容 所主

幹

大待ち行列 牧野都治 29名 8 回 原則として毎月 1 回 2 人のスピーカに講 東京理科大学

(東京理科大学) 演をお願いし，討論を行なった.毎回25-30

宮沢政清 名が参加した.海外の専門家の講演を聞くこ

(東京理科大学) ともできたが，関西方面の方々と一堂に会す

ることでがきなかったのが残念である.

@大数理計画 古林 隆 17名 ラ回 数理計画の理論および応用に関する最新の 統計数理研究

(法政大学) 成果の発表・討論を行なうとともに，会員間 所

土谷 隆 の交流を深めた.今年度はとくに種々の非線

(統計数理研究所) 形計画問題のアルゴリズムに関する話題が多

かった.また，来日中の外国人研究者を招い

て講演をしてもらった.
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部会名| 主
幹

査
事 |メンバー|開催| 内 容 場 所

-・

大OR/MS 太田敏澄 62名 12回 組織における情報技術の多面的な活用によ東京

とシステム・ (豊橋技術科学大学) り，付加価値の高い情報の生産形態を実現す

マネジメント 渡辺慶和 るための方法論として， OR/MS の実施と

(産能大学 I ~、う視点にもとづく組織知能工学の開発をめ

ざしr 研究・討論を行なった.

⑤政策問題 荻野正浩 26名 11 回 当部会はメインテーマ「日本はどうなる一三菱

(隅脳総合サ) 今，何をなすべきかj を設定し，毎月会合所
ーピス し，得意分野の発表・討論を継続(33回).結
片山隆仁 果を要因関係図にまとめ，さらに未来像から

(防衛庁) 戦略の一端までを画いて終了した.

⑤対話型OR 権藤 元 19名 11 回 「モデルとの対話ORJ を中心として，最中国
(近畿大学) 近のOAの環境のもとで， OR ワークの姿は
尾崎正亮 どうなるか研究した.たとえば，スプレッド

シートの上でORの各種の手法が使用できる
(中国電力) ことを確かめ，主要な内容は報文集にまとめ

る予;主である.

⑤交通・流通 忍田和良 16名 11 回 鉄道などの交通システムそのものばかりで東洋

システム (日通総合研究所) なく q 昨今の輸送に対するニーズの多様化， 社

八戸英夫 高度化に合致した交通システムならびに流通

(工学院大学) システムのあり方を，関連する業界の方々か

らのヒアリングを通じて研究した.

@最適化とそ 茨 木 俊 秀 16名 10回 これまで関化本西地区各部では部れ会周行{どよ数が，にぴなら理活意関企のっ由動実思連乗た画を績決すの法定研行をるJ í シ 京大ステム最適 研の研究 なっ
の周辺 (京都大学) てきたが， 究会はこ ふま

福島雅夫 え，数理話採惰画法の理論と応 の手
法人工能・識工な テー(京都大学) I I :';~主にり上知ペ大品畠お 究者
の闘での報・意v) 見交換--rを

@意思決定 真鍋龍太郎 42名 3 回 AHPの応用例をできるだけ公表し日住商
(文教大学) 本の経営風土でどのように使うかをさぐる J ータ
大屋隆生 という目的でこの部会を始めた.それらに関ス

するテーマを持っている方々を見つけ，イン
(電力中央研究所) フォーマルに討論し，各自のポテンシヤルを

上げるという点では成果をあげた.

確率モデルと 大野勝久 13名 6 回 主 Iこ，待ち行列，信頼性，在庫理論等の応名古

その周辺 (名古屋工業大学) 用確率論と統計手法の理論解析ならびにそれ 学

中出康ー らの現実モデルへの適用を中心に研究発表を

(名古屋工業大学) 行なっている.本年度は特に生産システムへ

の適用を多くとりあげた.

システム・シ 森戸 普 19名 5 回 離教型シミュレーションの理論・応用・ソ構造

ミュレーショ (早稲田大学) ブトウェアの情報提供・情報交換・討論を行所

ン 中野一夫 なってきた.発表・討論された応用分野は生

(構造計画研究所) 産分l野が大半であった.

システム・ダ 亀山三郎 13名 12回! SDによるナショナル・モデルの開発をメ 明治
イナミックス (中央大学) インテーマに，問題の定義，人口部門，マネ

内野 明 ーフローなど多面的なアプローチと，日本生

(横浜商科大学) 産性本部より受託した í21 世紀の社会保障

I (厚生年金)予測モデルj の研究を実施した.

工業大学

総合研究

電力

経済新報

会館

コンビュ

ーサーピ

屋工業大

計画研究

大学
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部会名| 主
幹

査
事 |メンバー|開催|

情報ネットワ

ーク (日本電気)

木嶋恭一

(東京工業大学)

投資と金融の 今(東京野工業大学浩) 
16名

OR  

白(東京川工業大学浩) 

中(東京里工業宗大学敬) 

数理モデルと 児玉正憲 23名

その周辺 (九州大学)

時永祥三

(九州大学)

C 1M' FM  黒悶 充 31名

S の管理技術 (青山学院大学)

鈴木久敏

(筑波大学)

率経営・管理 上回亀之助 20名

システム (上回イノベー)
ション研究所

樋爪 徹

(山内製薬)

本社会分析 小島光造 18名

雨宮幸雄

(東京計算サーピス)

本動的計画法 小国中敏男 8 名

(東技京術都大立学科学)
蔵野正美

(千葉大学)

4. 普及活動

(1) 定例講演会

開催年月

元年 9 月

T 

図形処理とスケジューリング

大規模確率、ンステムの数値解析

11 回

11 回

9 回

7 回

12回

4 回

9 回

内
Hァ・

廿

情報ネットワークが，マネジメントにおよ

ぽすインパクト等を幅広い立場で考察し，情

報ネットワークに関して共通理解を得ること

をめざしている.戦略情報システムに関連す

るテーマについても議論している.

高度なリスク管理を行なうための数理モデ

ノレ並びに情報システムについての研究発表会

を開催し，投資・金融理論の理論家と銀行，

証券・生保等の実務家との相互交流を通じ

た，情報交換の機会を提供しいる.

社会科学，自然科学の広い分野の方々が，

数理モデル論，地域計画モデル，数理計画

法，確率モデル，シミュレーション，制御理

論の応用等について発表された.

C1M'FMS の管理技術を，理論と応用

の両面からの情報交換を目的に，毎月 1 回，

青山学院大学にて講演・討論を行なってい

る.本部会は日本経営工学会の同一名称の研

究部会と合同で開催している.

社会的有機統一体の経営管理は人間行動を

通して行なわれます.モノゴトは変転極まり

なく万差億別に起こってきます.それの経営

管理は原理原則にもとづき，常に現実に即し

てシステム的に行なわなければなりません.

社会分析の態度は， 「社会を構成するのは

人間であり，人間の生きざまによって社会は

どのようにも変りうる j と L 、う原則を基本に

している.

今年度より研究課題を拡大して(1)ファジィ

理論と人工知能. (2)確率制御過程. (3)動的計

画法. (4)数理生物学. (的数理経済学等を包

含するようにしたが，その成果を挙げること

ができた.

所

日本電気

東京工業大学

九州大学

青山学院大学

勤労福祉会館

勤労福祉会館

日本科学技術

連盟

ザマ 参加人数 | 開催地区
15名|九州
18名|中部" 12月

" 12月 合意形成に役立つ意思決定支援システム (DS S) 

のあり方について

講師

黒須顕一

高橋幸雄

高井英造 M[*゚;jgg゚;j 

" 12月 分枝限定法の生産・配送計画への活用 鈴木久敏 24名|本部
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(2) ORセミナ}

「シミュレーションの基礎技術とその活用J を平成 2 年 1 月 25 日， 26 日日本アイ・ピー・エム紛で開催した.参

加者は55名であり，強い関心と活発な質疑を呼んだ.

開催日 |講師題 目 (あらまし)

1 月 25 日 | シミュレーションの構成 | 逆瀬川浩孝

これからシミュレーションを活用していこうとする人のために，シミュレー 筑波大学)
ションの手/1債を追いながら，そこにあらわれる様々な手法を概説する.

シミュレーションモデルの作り方 | 若山邦紘

シミュレーションの対象は千差万別であるが，それらのモデルの枠組みの代 法政大学)
表的なものを知っておくことが重要である.またモデルと結果の精度との関係
にも若干ふれたい.

1 月 26 日 | シミュレーションの統計的側面 | 伏見正則

乱数を使ったシミュレーションて‘は，結果の解釈を誤らないようにすること 東京大学)
が重要である.そのための種々の統計的推測法について述べる.

生産システムのシミュレーション

一半導体の生産工穫を解析するー
米国 清

(東芝)
ICの製造は現代の生産工程で，おそらく最も複雑なものである.その解析

のために，数値計算を含む広義のシミュレーションが，どのように活用されて
いるか宏説明する.

(3) OR企業サロン

昨年に引続き「情報化と戦略的事業展開j を統一テーマとし，梅沢豊(東京大学経済学部)，斎藤嘉博(日立

製作所)をコーディネータとして開催した. 今日的な経営の重要課題に関する話題を提供し， あわせて参加者相

互の交流を深めることによって，大きな成果を収めた. (参加者延 340 人)

開催月日| テーマとゲストスピーカー | 要
元. 7.19 I 情報戦略四半世紀の歩み

-MI S から S 1 S へー

0肘鉄道総合技術研究所理事長

尾関正則

尤. 9.12 I 三洋証券の情報戦略

。三洋証券側社長 土屋陽一

元.10.12 I 花王の情報化はなにをめざすか | 

於:大阪 10花王制副社長 渡辺正太郎|

元. 11. 7 I 日本精工のQCD対策システム

-MAGMAの狙いとする世界一

。日本精工側副社長 細田正勝

元.12. 5 I 経営革新への挑戦

旨 |参加者
1960年代後半に喧伝されたM 1 S から DSS など I 56名
を経て今日の S 1 S に至るまで，コンピュータの

経営と経営戦略はどのように変わってきたか.ま

た将来への展望はどうか，について語る.

激しい経営環境の変化の中にあって，コンビュー I 64名
タを効率的に活用することにより， ~、かに他社と

戦っていくか，そのサパイパル戦略を紹介する.

花王の先進的情報化戦略に関し，その思想・展開 I 40名
過程・将来構想等について語る

製造工業のこれからのあり方へ向けた 1 つのステ

ップとして， 日本精工が，何を狙い，どのような

経緯でMAGMAを構築したか，今後何を考えな

ければならなし、かを語る.

生活者のニーズを絶えず創造し続ける新しいコン

40名

53名

ーセブンーイレブン・ジャパンー | ピニエンスストアを， ソフトウェアピジネスとし

Oセブンーイレブン・ジャパン代表取締役| て位置づけ，その戦略を説< . 

鈴木敏文

2. 1. 18 I 激変する金融界と情報システム

一大規模情報システムの課題一

0制金融情報システムセンタ一理事長

清水 託

激変する金融環境の下で進む情報化・システム化

により今どのような問題が生じているのか，その

取り組むべき課題は何かを語る.

47名
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5. 刊行物

(1) 機関誌 fオベレーションズ・リサーチJ Vol. 34 

No.3 から Vol. 35 No.2 まで 12号(本文707ベージ)

を発行した.各号は特集を主とし，他にトップの視

点，論文・事例研究，論文・研究レポート，連載，

研究室だより，学生論文賞受賞論文要約，書評，研

究部会報告等を掲載した.特集のテーマは次のとお

りであった.

Vo1.34 No.3 r線形計画の新潮流J ，同 No.4 r階

層化意思決定法 (AHP)J，同 No.5 r イノベイティ

プ・マネジメント J，悶No.6 r気象と経営J ，向No.7

rOR の切り口 J ，同 No.8 r快適性J ，同 No.9 rマ

ーケティング・サイエンス J ， 同 No.10 r時系列分

析J ， 同 No. l1 r ゲーム理論のフロンティア J ， 同

No.12 r次世代生産システム J ， Vol. 35 No.1 r企

業のリストラクチャリングJ ，同 No.2 r シミュレー

ション」

(2) 論文誌(Jonrnal of the Operations Research 

Society of J apan) Vol. 32 No. 1 から No.4 まで

(522ページ)を発行した.本年度の投稿論文は64編

(再投稿23編を含む)で，掲載論文は31編であった.

(吟研究発表会アブストラクト集およびシンポジウム

予稿集

春季・秋季研究発表会のアブストラクト集および

シンポジウム予稿集を発行した.

6. 日本学術会穣並びに他挙協会との連携・協力

(1) 日本学術会議関連

日本学術会議経営工学研究連絡委員会(経営工学

研連)の構成学会として，引き続き委員 3 名を，ま

た新たに同会議経営学研連の構成学会としてオブザ

ーパー(準委員) 1 名を派遣し，それらの活動に協

力した.

7 月 14日に，経営工学研連並びに関連 4 学会の共

催による第 5 回シンポジウムを日本学術会議講堂に

おいて開催し， 197名の参加をみた.

(2) 経営工学関連学会協議会 (FMES) 関連

前年度に引き続いて日本経営工学会・日本品質管

理学会との協議会に代議員 4 名を派遣し，日本学術

会議に関連する諸問題，文部省科学研究費補助金の

経営工学分科新設問題，連合シンポジウムの開催等

についての諸活動に参画協力した.

(3) 日本工学会関連

工学系71学協会の連合体である日本工学会の活動

422 (46) 

に協力し，また同会事務研究委員会に委員 1 名を派

遺した.

7. 国際協力

(1) IFORS (International Federation of Operaｭ

tional Research Societies) が発行する IAOR

(International Ahstracts in Operations Reｭ

search) の編集発行に協力し，日本の文献抄録95編

を送付するとともに， IAOR の Vo1. 38 No.I-3 , 

Vo1.39 No.I-3 の国内頒布に協力した.

(2) APJOR (Asia-Pacific Journal of Operaｭ

tional Research) の編集，頒布に協力した.また，

資金の援助と，これにともない，各国に協力を促す

アッピーノレ(森村会長)をした.

(の * TIMS XXIX-OSAKA 国際会議 (1989年 7 月

23 日 -26日)を大阪ロイヤルホテルで開催した. 14 

平行分科会で論文発表 (400) およびパネルディスカ

ツション(4)が行なわれ，熱心な発表と討議が行なわ

れた.参加者28カ国 500 名.

*国際数学者会議(1990年 8 月 21 日 -29日)準備の

ための各種委員会に委員を推薦した.

(4) EJOR (European Journal of Operational 

Research) の頒布に協力した.

(5) APORS 理事会の開催に全面的協力をした.

*第 2 回 APORS 国際会議の 1991年北京における

開催が確認された.

本 APJOR の編集発行に困難があるが，なお当分の

問 Singapore と New Zealand に委託することと

し，各国はそれぞれ協力すべきことが確認された.

(6) ギリシャ・アテネ市で開催される第12回 IFORS

大会およびフランス・パリ市で開催される CECO

IA2 への視察団派遣準備委員会を発足，活動を開始

した.

(7) IFORS-SPCー 1 ; Decision Support System の

広報に協力した.

(8) 第 3 回 SYSTED(Systems Science in Healthｭ

Social Services for the Elderly and Disabled) 

の国際会議に協賛 (Honorary Sponsorship) し

た.

(9) AFCET 国際学会 (Towards European Straｭ

tegic Management Thinking , Paris ト2 Feb. 

1990) へ棚橋啓世委員を派遣した.

(10) 海外からの来訪者を応援した.Roberto KA  WA-

NO , (アルゼンチン) 6 月 6 日

オベレーションズ・リサーチ
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-第 9 回シミュレーション・テクノロジー・コンフ

ァレンス(日本シミュレージョン学会)

・特別講演 ÎAHP: 基本的考えから新しい応用ま

でJ (帥計額u自動制御学会)

・講習会「ファジィ理論の基礎j

会)

・第 3 回シグナル・システム・コントロール (55

C) シンポジウム(システム制御情報学会)

・第 4 回「大学と科学」公開シンポジウム(同左組

織委員会)

・環太平洋人工知能国際会議(人工知能学会)

・「ファジィ論理と神経ネットワークに関する国際

会議J (同左実行委員会)

・第22回国際シミュレーション&ゲーミング学会

(日本シミュレーション&ゲーミング学会)

・第 16回システムシンポジウム(帥計菰1) 自動制御学

会)

・講習会「ファジィ制御法一理論と実際J

アジィ学会)

・講習会「光センサと応用システムの最近の進歩J

(帥計測自動制御学会関西支部)

・講習会「ファジィ ORJ (日本ファジィ学会関西

支部)

(日本ファジィ学

(日本フ

他学協会との交流

他学協会の開催(含予定)した下記の講演会等に協

賛，後援した.

・セミナー「ニューラル/ファジィ応用の可能性を

探る J (システム制御情報学会)

・情報処理学会創立30周年記念国際会議(制情報処

理学会)

・セミナー「最新ソフトウェア開発環境を語る J (シ

ステム制御情報学会)

• Î第 15回システム・シンポジウム J Î第 10回知識工

学シンポジウム j 合同シンポジウム(制計測自動

制御学会)

・第 3 回「組織デザインとマネジメントに関する人

間工学園際シンポジウム J (同左運営委員会)

・第20回信題性・保全性シンポジウム(制日本科学

技術連盟)

・「情報理論とその応用学会J 第 12 回シンポジウム

(情報理論とその応用学会)

・セミナー「情報処理サービス産業の問題点と健全

化J (システム制御情報学会)

・「ファジイ制御基礎講習会J (制計調u自動制御学会)

・システム制御情報チュートリアル講座「ニューラ

ルネットワーク情報処理の基礎と応用J(システム

制御情報学会)

8. 

支部活動

各支部ごとに次のとおり活動した.

9. 

九州

支部総会 1 回
運営委員会 1 団
幹事会 1 回

支部活動報告

| 北海道 | 東 北 | 中 部 | 関 西 | 中国四国 | 
支部総会 l 回|支部総会 1 回|支部総会 1 回|支部総会 l 回 l 支部総会 l 回
運営委員会 i 回| 運営委員会 1 回|運営委員会 i 回!運営委員会 3 回|役員会 l 回

幹事会 2回幹事会 2 回
春季研究発表会
実行委員会

運
営
会
議

3吋究発表会 2 回 l 研究会 6 図

研究講演会 4 回 l シンポジウム |講演会( 3 学会
記念講演会 1 回 2 回|共同)

支部講演会 3 回|支部講演会 4 闘

研究発表会アプ|支部ニュース
ストラクト集 4 回

l 回

ムE究研
一
回
回
一
一
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回
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支部ニュース |支部 News
9 回 1 letter 5 回

研究発表会アプ
ストラクト集

I@  

1 回(見学会

出

|見学会 l 回
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10. 表彰

(1) 日本オベレーションズ・リサーチ学会文献賞

第 18回文献賞の選考を行なL、，下記のとおり決定

した.

• UPPER BOUNDS OF A MEASURE OF 

DEPENDENCE AND THE RELAXAｭ

TION TIME FOR FINITE ST A TE MAｭ

RKOV CHAINS および ON THE RELAｭ

XATION TIME FOR SINGLE SERVER 

QUEUES, Journal of the Operations 

Research Society of Japan Vol. 32, No.l 

木島正明(筑波大学)

• AN EFFICIENT ALGORITHM FOR 

BICRITERIA MINIMUM-COST CIRｭ

CULA TION PROBLEM, Journal of the 

Operations Research Society of Japan 

Vol. 32, No.4 
加藤直樹(神戸商科大学)

(2) 日本オベレーションズ・リサーチ学会普及賞

第 15図普及賞の選考を行ない，下記のとおり決定

した.

唐津 ー(東海大学)

(3) 日本オベレーションズ・リサーチ学会実施賞

第 14回実施賞の選考を行ない，下記のとおり決定

した.

田辺製薬株式会社

代表取締役社長千畑一郎

(4) 日本オベレ}ションズ・リサーチ学会事例研究奨

励賞

第 10聞事例研究奨励賞の選考および第 5 回事例研

究奨励賞ソフトウエア部門の選考を行い，下記のと

おり決定した.

E 処務の概要

1. 役員に関する事項

第 10回事例研究奨励賞

・アメニティをL 、かに計量化するか

オベレーションズ・リ+ーチ Vo1. 34 ， No.8 

内藤正明，森田恒幸，青柳みどり(国立公

害研究所)

・都市と河川のイメージとアメニティタウン計画

オベレーションズ・リサーチ Vo1. 34 ， No.8 

北村異ー(山梨大学)

・野球の打者・投手の貢献度評価のための新しい

指標

オベレーションズ・リサーチ Vo1. 34， No.2 

間測重昭(神戸商船大学)

第 5 回事例研究奨励賞ソフトウェア部門

・パソコン用数理計画システム rMicro-NAPSJ

南石晃明(農林水産省)

(5) 日本オベレーションズ・リサーチ学会学生論文賞

第 7 回学生論文賞の選考を行ない，下記のとおり

決定し，授賞を行なった.

・非定常な需要関数を持つ多期間寡占市場の非協

力均衡点

坂巻淳一(東京工業大学・修士論文)

• A Study on the Matching Theory and 

The Arc Routing Problem 

猿渡 康文(東京理科大学・修土論文)

・混合型整数計画法による土地利用と道路網の同

時最適化モテー/~に関する研究

転馬 潤(埼玉大学・修土論文)

.ピルにおける避難の数理モテ， I~ 

伯野卓彦(東京大学・学士論文)

• On Job Schedulings in Stochastic Flow 

Shops and Related Results in Tandem 

Queues 牧本 直樹(東京工業大学・修士論文)

理事 非常勤 監事 非常勤

定数: 12人から 16人 現在: 16人 定数 2 人 現在 2 人

任期 2 年 任期: 2 年

理事・監事 常非常勤勤 就任
氏 名

就任年月日|登記年月日
担当職務 職 名

の役職 の別

理事(会長) 森村英典 非常勤 63. 4.28 63. 6.21 会務の総理 筑波大学教授・東京工業大学名誉教授

" (副会長) 反町洋一 " 63. 4.28 63. 6.21 企画調整 側三菱総合研究所取締役

" 小田部斉 " 元. 4.28 元. 5.30 " 共栄工業側技術顧問

424 (48) オベレーションズ・リサーチ
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理事・監事 常非常勤勤 就 任 一担当職務氏 名 職 名
の役職 の別就任年月日|登記年月日
理事(副会長) 長谷川利治 非常勤 元. 4.28 元. 5.30 企画調整 京都大学教授

" (庶務) 腰塚武志 " 63. 4.28 63. 6.21 庶 務 筑波大学助教授

" 安達 5.L之 " 元. 4.28 元. 5.30 " 日本放送協会監事事務局副部長

" (会計) 平本 巌 " 63. 4.28 63. 6.21 ぷ~ 計 紛電力計算センター技術部長

" (研究普及) 忍田和良 " 63. 4.28 63. 6.21 研究・普及 側日通総合研究所取締役

小島政和 " 元. 4.28 元. 5.30 " 東京工業大学教授

" (編集) 伏見正則 " 63. 4.28 63. 6.21 論文誌編集 東京大学教授

" 高森 寛 " 元. 4.28 元. 5.30 機関誌編集 青山学院大学教授

" (国際) 柳井 浩 " " " 国 際 慶応義塾大学教授

" (無任所) 若林信夫 " " " 無任所 小樽商科大学教授

" 権藤 7c " 63. 4.28 63. 6.21 " 近畿大学教授

" 真鍋龍太郎 " " " " 文教大学教授

" 柳沢 滋 " " " " 沖電気工業脚本社生産統括本部CIM推

進センター長

監 事 今野衛司 " 63. 4.28 63. 6.21 民法 59 条 日本アイ・ピー・エム紛技術渉外部長

" 鈴木誠道 " 元. 4.28 元. 5.30 " 上智大学教授

2. 職員に関する事項

専任者

開僻月日| 議事事項

区分 考有給者 備

人数|左の人数の基本給
県 I (年度末月額)

事務職員戸 628， 400( 円) I 

計 I 3 人 I 6札制(円) I 

3. 会議に関する事項

(1) 通常総会

4. 平成元年度支部長会議開催報|了承
告・議事録の件 | 

5. 北海道支部規約一部改正の件 |承認

6. 平成元年度委員会委員・幹事委"
嘱の件

7. 委員会等報告(含，今年度の運|了承
営方針)

|結巣

J�. 7.17 承認

了承

開催年月日| 議事事項 i 結果
7亡. 4.28 I 1.昭和63年度事業報告の件

2. 昭和63年度収支計算報告および
監査報告の件

3. 平成元年度事業計画の件

4. 平成元年度予算の件

5. 平成元年度・ 2 年度役員選任の
件

6. 名誉会員推薦の件

7. 学会賞の発表と表彰の件

8. 新フエロー紹介の件

承認

" ,
FF 

F

F

F

 
元. 9.14 

" 

(2) 理事会

開催年月日| 議 事 事 項
元 4.28 I 1 昭和63年度評議員会議事録の件

2. 昭和63年度第 7 回理事会議事録
の件

3. 平成元年度通常総会議事録の件

承認

" 
1990 年 7 月号

1.第 1 回理事会議事録の件

2. 第29回経営科学会国際会議中間
報告の件

3. 委員会等からの報告

・会員増強，春季研究発表会お
よび第21回シンポジウム終了報
告， OR企業サロン開催など

4. 1990年 IFORS視察団の件

5. 第 1/四半期収支計算の件

6. 表彰・ OA・国際委員等委嘱の件

1.第 2 回理事会議事録の件

2. 第 7 回学生論文賞候補推薦の件

3. 第 2 次長期計画対応の件

4. 委員会等からの報告

・学術会議経営学研連シンポジ
ウム終了報告，国際数学者会議，
第 5 回APORS理事会報告，
完成 2 詰度予季および秋季研究
表会催ーど

5. 上半期収支概算

6. 会友推薦の件

7. 秋季支部長会議開催の件

" 

" 
" 
承認

承認

" 
了承

" 

" 
認
承
承
了
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開催年月日| 議 事 事 項

元.1 1. 20 1.第 3 回理事会議事録の件 承認

2. 委員会等からの報告 了承

主算な臨，ど定謹例講義演会務セ主ミ干ナ高ーp闘ま催
3. 会長候補者選考委員会報告の件 了承

4編.平成成方針2 年の度件事業計画および予算 承認

5. 会友推薦の件 W 

6. 第 2 次長期計画への対応の件 了承

2. 1. 19 1.第 4 回理事会議議事録の件 承認

2. 委員会等からの報告 了承

-定告例委講員演件会報会な開告催・収支報告，広 ，第24回シンポ
ジウムの ど

3. 財政問題検討委員会第 3 次報告 " 
4. 第 3 四半期収支計算報告の件 " 
5. OR事例集編集委員会の件 承認

6. 研究部会新設ならびに継続の件 " 
7. 平成元年度秋季研究発表会の件 了承

8. 平算成 2 年件度事業計画案ならびに " 予案の

2. 3.16 1.第 5 団理事会議事録の件

2. 委員会等からの報告 l 了承

-会開強露動継普聖 平成元主書
度度会会セミナー 了報 ，平成 2
シンポジウム・

号事Tり了手p告ilif 
企業ザロン終報

3. TIMS ・ RAMP 特別会計報告 " 
4. 春季支部長会議開催の件 承認

5. 受託研究終了報告 了承

6. 会友推薦の件 承認

7. 新フェロー推薦の件 " 
8.の平件成元年度学会賞授賞候補推薦 " 
9.び平収成支見2 年込度の事件業報告 (案) およ " 

10. 平成 2 年度役員候補者の件 " 
1 1.び平収成支元予年算度(事案業)計の画件 (案) およ " 

2. 4.12 1.第 6 回理事会議事録の件 承認

2. 平成元年度事業報告の件 " 
3.監平査成報元告年の度件収支計算報告および " 
4. 平成 2 年度事業計画の件 " 
5. 平成 2 年度収支予算の件 " 
6. 平成 2 年度・ 3 年度役員・評議"
員候補者選任の件

7. 委員会等からの報告 !了承

426 (50) 

(め評議員会

開催年月日| 議 事 事 項
2. 4.12 I 1.平成元年度事業報告の件

2. 平成元年度収支計算報告および
監査報告の件

3. 平成 2 年度事業計画の件

4. 平成 2 年度収支予算の件

5. 平成 2 年度・ 3 年度役員・評議
員候補者選任の件

6. その他

FF

, 
F

F

F

 

" 
(4) 支部長会議

支部長会議は 5 月(中国四国)と 10月(東京)の

2 回開催し， OR学会の諸問題について意見を交換

し，本部と支部の意見調整を行なった.

(め委員会・幹事会

-常設委員会

OR誌編集委員会 12回

研究普及委員会 7 回

IAOR委員会 3 回

JORSJ編集委員会 2 回

国際委員会 5 回

表彰委員会 5 回

-その他の委員会・幹事会

ブエロー会議 1 回

研究部会主査会議 1 回

会員増強委員会 2 回

OA化委員会 4 国

広告委員会 1 回

庶務幹事会 7 回

企業サロン企画委員会 5 回

財政問題検討委員会 4 回

4. I午可・認可・承認・証明に関する事項

該当なし

5. 契約に関する事項

該当なし

6. 寄付金に関する濠項

寄付の目的|寄付者| 申込金額|献金額|備考
国際会議開催|附 121 ， 13ω叫1 ， 130 ， 00州

7. 主務官庁の指示に関する事項

該当なし

オペレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



8. 会員状況 。) 地域別内訳

(1) 入退会内訳

12E正会員i詰|長平iL
:」 6111lr13:由

l名誉|同学生|賛助会員 |合計会員員 会員1蚕一日五

平成元年2月末日[ 6 [2, 365[ 171[1矧 152)[13( 13) 岡， 679
1561 59 25( 26) 15( 15) 255 

。学→正 6716.67 

平移 lE-令S 子"'"主・ 一一

6. 21 2 。

成一行 正→名 ム! 。

民一空_~I1 叫 29115( 15j 一一7c 

年
退会 ム88 ム 12 ム 1( 1) ム 1( 1) ム 102

度 除名 ム20 ム 6 ム 26

復 活 2 2 

増 ロ ( 2) (2) 

純増減[ 1 [ 114[ム 24[ 24( 27)[ 14( 14)1 129 

平成2年2 月末日 1 7 12, 4791 147 1附(179)1 27(川2， 808

計 1 7 い， 4791 1好 1 1必(1 79工否

1) 収入の部

平成元年度収支計算書

収支計算書総括表

(平成元年 3 月 1 日から平成 2 年 2 月 28 日まで)

(第 2 号議案)

(単位:円)

_. I L_'  _. I 特別会計
科 目!合 計|一般会計

i 数理計画法研究会| 経営科学園際会議

基本財産運用収入 188, 369 I 188, 369 I 0 I 0 

入会金収入 221 ， 400 I 221 , 400 I 0 I 0 

会費収入 j 仰， 2訊 700 1 49, 229, 700 1 0 1 。

事業収入 16， 908， 756 I 16, 835, 256 I 33, 500 I 40, 000 
8 参加費収入 2， 435， 248 I 0 I 362, 000 I 2 ， 07η3 ， 24伺

0 寄付金収入 2幻1し， 1η30 ， 0∞0∞o I 0 I 0 I 2幻1 ， 1臼30， 0∞0∞

3 雑収入円5， 7乃96， 9卯99 I 8， 39好7， 5汚53 I 7乙， 390， 4伯339， 01日

1 均両7づγ亡山合=;-- ~t 1 丙i正己戸;ス矛五L亙石72訂J訂了「一 五示玩， 2示瓦可j元元司i干可一-T 刊
前期繰越収支差額 刊川5 1 行5丸別刊，0凹5匁弘引2乙， 1凶65 1 0 1 0 

収入合計 12刊切7 1 仰山43 1 7, 78 

2) 支出の部

科 日 メ口斗 計 一般会計
l 特別会計
|数理計画法研究会| 経営科学国際会議

管 理 費 25, 734, 528 627, 076 

事 業 費 72, 421 , 021 48, 812, 894 982, 942 22, 625, 185 

当期支出合計 98, 155, 549 73, 919, 024 1 23, 252, 261 

当期収支差額 7, 754, 923 6 ， 8山69 1 。

次期繰越収支差額 22, 807, 088 即日9 1 。

支 出 メ口込 5十 120, 962, 637 仰山43 1 7， 7即33 1 23, 252, 261 

1990 年 7 月号 (51) 427 
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1. 一般会計

1) 収入の部

収支計算書

(平成元年 3 月 1 日から平成 2 年 2 月 28 日まで)
(単位:円)

勘 定 科 目
予算額 決算額 差

中 科 目 小科目

基本収財産運
用入

基本財産利息収入 160, 000 188, 369 28, 369 

入会金収入

正会員入会金収入 158, 400 186, 000 27, 600 

学生会員入会金収入 43, 800 35, 400 /', 8, 400 
会費収入

正会員会費収入 27, 798, 400 29, 828, 700 2, 030, 300 

学生会員会費収入 1, 165, 000 1, 052, 000 

賛助会員会費収入 16, 873, 000 18, 349, 000 1, 476, 000 
事業収入

会誌頒布収入 9, 300, 000 9, 001 , 045 ム 298, 955 

研究発表会収入 3, 380, 000 3, 663, 211 283, 211 

言誇 演 dzhコ， 収 入 420, 000 157, 000 ム 263,000 

講 習 dZ3bZ h 収 入 600, 000 1, 234, 000 634, 000 I 

資料等頒布収入 250, 000 260, 000 10, 000 

I A 0 R 収入 450, 000 405, 000 ム 45, 000 i 
E J o R 収入 360, 000 337, 000 ム 23, 000 

A P J 0 R 収入 80, 000 78, 000 ム 2, 000 

受託研究収入 1, 700, 000 1, 700, 000 。

雑収入

名 簿 収 入 272, 000 72, 000 : 

広 告 収 入 4, 700, 000 引開481 875, 848 
豆ノι乙 取 不リ ，息 1, 100, 000 1, 521 , 357 I 

雑 収 入 400, 000 401 , 272 1, 272 

1, 200, 000 。 ム 1 ， 200， 000

国際協力引当金崩収入 900, 000 。 ム 900, 000 

OA化引当金取崩収入 700, 000 。 ム 700, 000 

別途引当金取崩収入 866, 400 。 ム 866, 400 ! 

経営科学国際会議繰戻収入 627 , 076 I 627, 076 i 

前期繰越収|
支差額 | 

収

当期収入合計 1 72, 8 

[-一一一一一丁一1工石05孟正iζ7瓦下 15，…示下一 瓦「

計 87, 857, 165 1 即山43 1 仰げ~J入 メ込
日

目

|予算額 l 決算額 l 差 考
小科目

賃

金 1, 200, 000 1, 200, 000 

34, 000 I 費 1, 180, 000 : 1, 146, 000 

2) 支出の部

大科目|
定

中科

科

目

管理費

家
敷
共

益

オベレーションズ・リ+ーチ428 (52) 
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考備異

10,632 

163,000 

97, 250 

446, 122 

57,628 

338, 525 

100, 000 

86, 000 

37, 474 

472, 992 

138, 734 

187,420 

20,800 

3, 500 

21 , 347 

5, 400 

ム 600， 000

ム 200， 000

ム 800， 000

ム 2， 627 ， 076

39, 126 

471 , 138 

差

ム

A 

�;. 

A 

ム

額

289, 368 

637,000 

1, 532, 750 

1,646, 122 

357, 628 

461 , 475 

300, 000 

114, 000 

57, 474 

7, 197, 008 

1, 441 , 266 

1, 312, 580 

79, 200 

71 , 500 

131 , 347 

54, 600 

800, 000 

200, 000 

800, 000 

2, 627, 076 

260,874 

828, 862 

算決額

300, 000 

800,000 

1, 630, 000 

1, 200, 000 

300, 000 

800, 000 

400, 000 

200, 000 

20, 000 

7, 670, 000 

1, 580, 000 

1, 500, 000 

100, 000 

68, 000 

110, 000 

60, 000 

200, 000 

0 

0 

0 

300, 000 

1, 300, 000 

算予
目科

勘定科

大科目 I CÞ 科 目 | 
事務用品費|

会議費|

旅費交通費

通信費

印刷費

消耗品費

o A 化準備費
リース料

修繕費

給料手当

福利厚生費

臨時雇賃金

保険料

負担金

支払手数料

租税公課

退職給与引当金繰入

敷金引当金繰入

OA 化引当金繰入

別途引当金繰入

雑費

損金

398, 356 

394,452 

ム2, 728, 356 

655, 548 

2, 330,000 

1, 050, 000 

費

費

催

崩Ij

開

印

.b. 

"" 表発究研

費業事

520, 768 I 
181 , 230 i 

100, 000 I 

7,602
1 

44, 426 

143, 283 

261 , 647 

20,862 

263, 066 

14, 279, 232 

2, 918, 770 

0 

107, 602 

14, 800, 000 

3, 100, 000 

100, 000 

100, 000 

誌
誌
集
費

関
文
文
刷

機
論
報
印

費本製刷印

ム

A
U
ム
ム

294, 426 

383, 283 

621 , 647 

59, 138 

636, 934 

250, 000 

240, 000 

360, 000 

80, 000 

900, 000 

費

IFORS会費

IAOR購入費

EJOR購入費

APJOR購入費

APORS関係費

費

力協際国

290, 076 

80, 871 

56, 403 

0 

94,600 

86, 904 I 
57, 792 I 

193, 840 I 

ム

259,924 

319, 129 

1, 056, 403 

750, 000 

2, 505 ,400 

213, 096 

462, 208 

775, 160 

550, 000 

400, 000 

1,000,000 

750, 000 

2,600,000 

300, 000 

520, 000 

969, 000 

講演会開催費

講習会開催費

OR企業サロン

研究部会費

支部費

動活究研

表彰事業費

会議費

旅費交通費
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勘 定 科 目

大科目|
予算額 決算額 差

中 科 目 小科目

通 信 運 搬 費 4, 700, 000 4, 319, 765 38( 

諸 謝 金 1, 530, 000 1, 368, 500 16 

給 料 手 当 7, 670, 000 7, 197, 008 47: 

編 集 校 正 費 1,848, 000 1, 838, 000 1( 

消 耗 品 費 870, 000 1, 124, 318 ム 25, 
高~ 託 研 究 費 1, 700, 000 1, 499, 707 20( 

F M E S 関係費 170, 000 130, 330 3ﾇ 

国際協力引当金繰入 。 500, 000 ム 50( 

記念事業引当金繰入 。 1, 000, 000 ム I ， OO(

表彰事業引当金繰入 。 300, 000 ム 30( 

名簿作成引当金繰入 。 500, 000 ム 50( 

雑 費 100, 000 9, 010 9( 

予備費

異|備考

35 

00 

92 

00 

18 

293 

70 

00 

000 

000 

000 

90 

主勾支出合竺-- if--加え 0001 均一竺己竺割
当一期 収支一手宇一一一 _~Ol ゴ53，~~1___ 9竺♂1-

墾智~ 一一」 と竺竺竺〕竺恒三 95主~~5~t
支出合計 |町民 165 1 仰山431 t::,. 2，眠 278 1

ム
一
白
一

究
一

研
一

法
一

画
一
部

計
計
一
の

会
理
一
入

別
数
一
収

特
一
)

-

)

 

句
A
-

，

t
、

-
-
i

• 。
，
‘

勘 定 科 目
予算額 決算額 差 異 備 考

中 科 目 小科目

事業収入

参 力日 費 収 入 。 362, 000 362, 000 

資料等頒布収入 。 33, 500 33, 500 

展 刀言 収 入 。 。 。

補等助金収入

助 成 金 収 入 。 。 。

寄付金収入

寄 付 金 収 入 。 。 。

雑収入

広 tEt 3 収 入 。 。 。

受取利息収入 。 117, 971 117, 971 i 
雑 収 入 。 。 。

積立金取崩収入 。 7, 272, 462 7, 272, 462 

当期収入合計

前期繰越差額

o 1 7, 785,933 1 

h-i 収 � 
日 計入

司
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2) 支出の部

勘 !さ 科 目

大科目| 中 科 自 小科目

管理費

支 払 手 数 料

租 税 公 課

事業費

賃 借 料

iZb3除Z 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

印 局1] 費

消 耗 品 費

事 務 委 託 費

給 与 手 当

臨 時 雇 賃 金

謝 金

雑 費

損 金

1990 年 7 月号

予算額 決算額 差 異

。 606 ム 606 
。 716 A 716 

。 383, 160 ム 383, 160 
。 90, 935 ム 90, 935 
。 10, 000 ム 10, 000 
。 100, 004 ム 100, 004 
。 190, 344 ム 190, 344 
。 2, 500 ム 2, 500 
。 。 。

。 。 。

。 106, 000 ム 106, 000 
。 99,999 ム 99, 999 
。 。 。

。 。 。

o9悦制|ム 984, 264 1 

0 1 6刈 1 ， ω| ムふ肌ω|
o1 6， 801 ， ω| ム 6，肌 669 1

o 1 7， 78久 933 1 ム刊明31

予算額 決算額 差 異

14, 000, 000 1, 012, 000 ム 12， 988， 000

1, 500, 000 1, 061 , 248 ム 438, 752 
。 40, 000 40, 000 

20, 500, 000 21 , 130, 000 630, 000 

50, 000 9, 013 A 40, 987 

36, 050, 000 1 2丸 252，ぉ 11 ム 12， 79刊91

備考

備考
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2) 支出の部

勘 定 科 目

大科目 l
予算額 決算額 差 異 備 考

中 科 目 小科目

管理費

監 査 料 560, 000 。 560, 000 

事後管理費(一般会計繰 。 627, 076 ム 627, 076 
入)

事業費

借 料 及 損 料 15, 610, 000 12, 348, 632 3, 261 , 368 
ぷ~コ， 議 費 6, 874, 000 6, 245, 890 628, 110 

旅 費 交 通 費 1, 700, 000 537, 213 1, 162, 787 

通 信 運 搬 費 1, 050, 000 104, 726 945, 274 

印 席目 費 2, 940, 000 70, 000 2, 870, 000 

消 耗 品 費 !, 512, 000 15, 784 1, 496, 216 

事 務 委 託 費 3, 500, 000 954, 980 2, 545, 020 

人 件 費 l 980, 000 1, 297, 960 ム 317, 960 

登 録 経 費 1 1, 274, 000 1, 050, 000 224, 000 

雑 費| 50, 000 。 50,ooo| 

当期支出合計

当期収支差額

支出合計
斗
一
川

貸借対照表総括表

平成 2 年 2 月 28 日
(単位:円)

1) 資産の部

合計

合計

| 特別会計
一般会計 | 

|数理計画法研究会|経営科学園際会議IIFORS 会議
73, 146, 937 I 6, 801 , 669 I 627, 076 I 462, 496 

0 01 0 o 

m仰371 6, 801 , 6691 627, 0761 4仏側

| 特別会計
一般会計 | 

|数理計画法研究会|経営科学国際会議1 1 FORS会議
31 , 783, 722 I 0 I 627, 076 I 0 

20, 357, 796 I 0 I 0462, 496 

52, 141 , 518 1 0 1 肌 076 1 462, 496 

合計|一二一 ~t I苧封印金品包「ifPミ喧
ぷ;:;;l1;::::::jM0166;l~~~__~_~~l~~~
m07, 088 1 札帆仰 6， 8山6901 0

81 , 038, 1781 73， 1 必， 9371 6，帆ω627， 076 1 係2， 496

基

書記j

本

余

金
金

正味財産合計

負債及び正味財産合計

432 (56) オベレーションズ・リサーチ
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2. 特別会計(数理計画法研究会)

(1) 資産の部

科 目

表

平成 2 年 2 月 28 日

照対借貸

1. 一般会計

(1) 資産の部 額金
目科中大科目

6, 783,959 
17, 710 

6, 801 ,669 

。

。

6, 801 ,669 

金
金
一
i
l
l
-
-

金預

払

現

仮

流動資産合計

有形固定|
資産|

有形図定資産合計

計メ込
日産資

負債の部(2) 

目科

金預

価証

収

払

勘定

流動資産|現
有

未

62, 569, 370 
8, 000, 000 
2, 385, 886 

191 , 681 

lm仰37

0| 

i731“ 937 

額金

。

目

目

科

科

中大科目

流動資産合計

有形固定|
資産|

有形固定資産合計

額金五十b 
5ヨ産資

。

。

。

目科中大科目

。

債負 。

(3) 

負債の部

勘定科目

利~1__~_~~__ .~_一一一一一
流動負債|預 り 金 382 ， 272

未払金 o

前受金 I 31 , 401 , 450 

||31， 7田， 722
退職給与引当金 I 1,602, 508 
敷金引当金 I 2, 221 ,640 
名簿引当金 500， 000

国際協力引当金 I 4, 317, 106 
記念事業引当金 I 1, 700, 000 
表彰事業引当金 I 1, 460, 000 
OA 化引当金 I 1, 500, 000 
5]1j途引当金 I 7, 056, 542 

_1__-一一一一 よ 一一一一一一一一一一一

目竺与骨 f合竺 _ _ _ ______L:O，3~~， 796 
負債合計 1 5丸山18

額金

(2) 

。

剰余金

次期繰越収支差額I 6, 801 , 669 

剰余金合吐 __1 6， 80竺1
正味財産合計 i I 6， 8山6

額金

金

ふl一言
ロ

目

目

科

本

正味財産の部

メL
日

科

中

基

大科目

流動負債合計

固定負債

6, 801 , 669 負債及び正味財産合計

3. 特別会計(第29国経営科学国際会議)

(1) 資産の部

627, 076 

(57) 433 

627, 076 流動資産|現金預金|

627, 076 計A 
口産資

寸T亡
;;2H唾

額金

額

三 000， 000

勘定

問喧
流動負債合計

固定負債|
固定負債合計

正味財産の部(3) 

金

正味財産合計

負債及び正味財産合計

1990 年 7 月号
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(め負債の部

勘定科目

大科目| 中科目
流動負債

未払金
(一般会計繰入分)

固定負債合計

負債合計

4. 特別会計(I F OR S 会議)

(1) 資産の部

勘定科目

大科目 l 中科目
流動資産|

げ尾 預|

流動資産合計 i 
資産合計 l

(2) 負債の部

勘定科目

大科目| 中科目
固定負債

IFORS特別
会計積立金

金

金

金

録
問。4月

間
nr
“ 年

産
!

十
一
十
一
:

三
ロ

-
Z
ヨ
ロ

-
-
b
M
K

合
一
一
目
平

債
一
合
一

負
一
債
一

定
一
一

周
一
負
一

1. 一般会計

額

627, 076 

627, 076 

627,076 

額

462, 496 

462, 496 

462, 496 

額

462, 496 

462, 496 

462, 496 

額金

(資産の部)

1.流動資産

1.現金預金

(1) 現金

現金手許有高

(の振替貯金

東京振替貯金局

(3) 当座預金

第一勧業銀行八重
州口支店

住友銀行向山支店

(4) 普通預金

第一勧業銀行八重
州口支店 l 

住友銀行白山支店 1

434 (58) 

341 , 750 

6, 238, 558 

200, 224 

7, 081 

7, 400, 970 

1, 864, 502 

三菱銀行千駄木支|
店 1 ， 366， 285

(5) 定期預金

第一勧業銀行八重! 22, 000, 000 
州口支店

住友銀行自山支店 I 11 , 150, 000 

雇菱銀行千駄木支 112， ooo， 000

2. 有価証券(利付債券) I 

日本長期信用銀行 8， 0肌 000 i 

本店 l 
3. 未収金

2, 385, 886 I 元年度会費他

4. 前払金

2 年度研究発表会
開催費他

ll. 有形固定資産

191 , 681 ! 73, 146, 937 

己竺竺資 産 1為
日 計

金額

(負債の部)

1.流動負債

1.預り金

職員に対する源泉
所得税他 382, 272 

2. 未払金

抜刷代他 o 
3. 前受金

平成 2 年度会費ず
受他 I 31 , 401 , 450 I 31 ， 7田， 722

E 固定負債

1. 退職給与引当金 I 1, 602, 508 

2. 敷金引当金 I 2, 221 , 640 

3. 名簿引当金 500, 000 

4. 国際協力引当金 I 4, 317, 106 

5. 記念事業引当金 I 1, 700, 000 

6. 表彰事業引当金 I 1, 460, 000 

7. OA 化引当金 I 1, 500, 000 

8. 別途引当金 i M九 542I 20, 357, 796 

負債合計 1 52， 141 ， 518

正味財産川町19

注:基本財産たる資産
定期預金(第一勧業銀行八重州口支店) 5, 000, 000 

金 額

(資産の部)

1.流動資産

1.現金預金
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(1) 現 金

現金手許有高 。

(2) 普通預金

州第一ロ支勧店業銀行八重 I 674, 461 

(の定期預金

第一勧業銀行八重
州口支店

2. 仮払金

E. 有形固定資産

資産合計

(負債の部)

I.流動負債

E. 固定負債

負債合計|
正味財産|

3. 特別会計 (1 F OR S 会議)

(資産の部)

I.流動資産

1.現金預金

(1) 定期預金

三菱銀行千駄木支
店

ll. 有形固定資産

資産合計

(負債の部)

I.流動負債

ll. 固定負債

6, 109, 498 

17, 710 I 6, 801 , 669 

o I 0 

金

462, 496 

6,801 ,669 

6, 801 ,669 

額

462, 496 

。

462, 496 

。

IFORS特別会
計積立金

負債合計 I 4仏側 I 4似96

462, 496 462, 496 

4. 特別会計(第29園経営科学園際会議)

|金額
(資産の部)

I.流動資産

資産合計

ro 
司
，enu 

ヲgn，
ゐ

ζ
U
 

ζ
U
 

ヲtハU, 勾
，
.

q'@ 

ζ
U
 

金現ー

627, 076 

(負債の部)

1. 流動負債

1. 未払金(一般会計繰
入分)

負債合

1990 年 7 月号

627, 076 

627, 076 

(第 3 号議案)

平成 2 年度事業計画

。

。

創立30周年長期計画の主要な活動の方針である.

(1) rO Rの実学への回帰J の実践

(2) rORは役に立つJ ことの周知への努力

をふまえ，平成 2 年度事業計画はとくに学会内の分野交

流の促進，他学協会との連携の強化を図ることなど， 0

Rの普及や実践の活動を従来以上に推進することを基本

とする.

平成 2 年度における計画の概要は次の通りである.

1 研究発表会

研究発表会を春秋 2 回開催する.

(1) 春季研究発表会

期日 5 月 19 日， 20日(見学会は21 日)

場所:尚志学園北海道自動車短期大学

特別テーマ:地域産業と OR

(2) 秋季研究発表会

期日 9 月 23 日， 24 日

場所:早稲田大学(大久保キャンパス)

特別テーマ:未来の生産システムをめざして

2. シンポジウム

シンポジウムを 2 回開催する.

(1) 第23回シンポジウム

期日: 5 月 18 日

場所:尚志学園北海道自動車短期大学

テーマ:情報ネットワーク

(2) 第24回シンポジウム (J IMA合同シンポジウム)

期日 9 月 22 日

場所:早稲田大学(大久保キャンパス)

テーマ CIM.FMS の管理技術(案)

3. 研究部会・研究グループ/特設研究部会活動

(1) 研究部会

次の 13研究部会を設置する.

ア.常設( 2 研究部会)

「待ち行列j 主査:川島武(防衛大学校)

rOR/MS とシステムマネジメント」

主査:太田敏澄(豊橋技術科学大学)

イ.継続( 7 研究部会)

[確率モデルとその周辺J

主査:大野勝久(名古屋工業大学)

。

。

。

「システム・シミュレーション J

主査:森戸晋(早稲田大学)

「システム・ダイナミックス j
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主査:亀山三郎(中央大学)

[情報ネットワーク」

主査:勅使河原可海(日本電気紛)

「投資と金融のORJ

主査:今野浩(東京工業大学)

「数理モデルとその周辺j

主査:児玉正憲(九州大学)

rc 1M ・ FMS の管理技術J

主査:黒田充(青山学院大学)

ウ.新設( 4 研究部会)

「合意形成と対外政策J

主査:荻野正浩(紛電脳総合サービス)

「交通経営」 主査:矢島謹一(国土館大学)

rOR広報J 主査:森村英典(筑波大学)

「最適化とその応用J

主査:加藤直樹(神戸商科大学)

(2) 研究グループ

次の 4 研究グループを設置する.

ア.継続( 3 研究グループ)

「社会分析J

主査:小島光造(紛佐々木彬夫事務所)

「経営・管理システム J

主査:上田亀之助(樹上田イノベーション研究所)

「動的計画法J

主査:小田中敏男(東京都立科学技術大学)

イ.新設( 1 研究グループ)

r AHP J 主査:真鍋龍太郎(文教大学)

(ゆ特設部会

「数理計画法研究会J

主査:今野浩(東京工業大学)

(4) 年度途中からも研究部会の発足をみとめる.

4. 普及活動，会員増強活動

(1) 講演会，講習会の開催

(2) OR企業サロンの開催( 7 回うち l 回は関西で開

催)

(3) 会員増強活動の推進

(4) その他学会活動の広報

5. 刊行物

次の刊行物を発行する.

(1) 機関誌「オベレーションズ・リサーチJ (12号)

(2) 論文誌 Journal of the Operations Research 

Society of JapanJ (4 号)

(3) 研究発表会アブストラクト集( 2 回)

436 (60) 

(4) シンポジウム予稿集( 2 回)

(5) OR事例集

(6) 会員名簿

6. 日本学術会議および他学協会との連携・協力

(1) 日本学術会議，第 15期登録学術研究団体となるた

めの登録申請を行なう.

(2) 日本学術会議経営工学研究連絡委員会および同会

議経営学研究連絡委員会の活動に協力する.

(め経営工学関連学会協議会 (FMES) に代議員を

派遣しその活動に参画する.

(4) 日本学術会議経営工学研究連絡委員会並びに曲目

本オベレーションズ・リサーチ学会，制日本品質管

理学会，制日本経営工学会，および日本開発工学会

が共催する第 6 回シンポジウムに参画し協力する.

期日 7 月 13 日(金)

場所:日本学術会議講堂

テーマ:高度技術社会と経営工学

(5) 帥日本工学会が主催する第 9 回「未来工学に関す

るパネル討論会I に情報処理学会，電子通信情報学

会，人工知能学会とともに幹事学会として参画する.

期日 7 月 3 日(火)

場所:建築会館ホール

テーマ:知的コミュユケーション(仮題)

(6) その他関連学協会との交流を積極的に進める.

7. 圏際協力・交流

(1) IFORS (International Federation of Operaｭ

tional Research Societies) を通じて，各国のO

R学会との交流，協力を図る.

(2) 本学会共催の第21回国際数学者会議(1990年 8 月

21 日 -29日)日本開催に協力する.

(め ギリシャ・アテネ市で開催される IFORS'90 に視

察団を派遣する.

(4) APORS (Association of Asian-Pacific Opeｭ

rational Research Societies) の事務局としてア

ジア・太平洋地域のORの発展と加盟学会闘の情報

交換に協力する.

(5) IAOR (International Abstracts in Operaｭ

tional Research) の編集発行に協力し，日本の文

献抄録を送付するとともに， 1 AORの圏内頒布に

協力する.

(6) APJOR(Asia-Pacific Journal of Operational 

Research) の編集，頒布に積極的協力をする.

(ηEJOR (European Journal of Operational 
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Research) の編集，頒布に積極的協力をする.

(8) 海外からのOR関係来訪者に応援する.

8. 支部活動

文献賞，実施賞，普及賞，事例研究奨励賞(ソフトウ

エア部門賞を含む)および学生論文賞の選考・表彰を行

なう.

10. その他各支部において， 研究会，講演会， 見学会等を企画

し，実施する.

9. 表彰

財政基盤の安定化に努めるとともに，事務局の強化に

配意する.

1) 収入の部

科 目

平成 2 年度収支予算書

収支予算書総括表

(平成 2 年 3 月 1 日から平成 3 年 2 月 28 日まで)

メ込
口 百十 一般会計

基本財産運用収入 180, 000 1 180, 000 1 

入会金収入 201 ， 000 1 201 , 000 1 

会費収入 49， 218， 160 1 49, 218, 160 ! 

事業収入 14， 857， 000 I 14, 207 , 000 

雑収入 12， 146, 840 12, 046, 840 I 

当期収入合計 7ω3， 000 75, 853, 000 I 

前期繰越収支差額 22 , 807, 088 ! 16, 005 , 419 I 

(第 4 号議案)

(単位:円)

特別会計

数理計画法研究会

0 

0 

0 

650, 000 

100， 00。

750, 000 

JlJZ一一人 石一一五-下一一三五;記示i子ト -引;ム， 41子一一

6, 801 , 669 

7, 551 , 669 

2) 支出の部

l 特別会計
科 目!合 計 1 一般会計|

| 数理計函法研究会

管理費|広3札O∞0∞o 広 360仏ω， 0∞0∞01 0

事 業 費 5兄2 ， 343 ， 0∞O∞o 凡特制似3丸M叩，0刈O∞0∞o I し， 85川8あ850児0， 00∞O 

当期支出合計 ! 町

当期収支差額 ! 一 iし， 1肌 0∞O∞o 0 ム iし，パ1ωO州0∞0 

次期繰越収支差額 2幻札1し，肌 O叩88ι6， 0帆 419 ! 久引刊70川6

支出合計[ 仰1ω88 川5兇8， 41引19 I 刊1 ，ω

収支予算書

(平成 2 年 3 月 l 日から平成 3 年 2 月 28 日まで)
1. 一般会計 (単位:円)

1) 収入の部

勘定科目
7一一一 一一一一 1 一一一一一一一 l 予算額|前年度予算額 l 増 減!備 考

大科目| 中科 目 |小科目

荒五F通 l五てふifU15収入 一一…「一一ム， 000-1- 20, OC…l 
入会金収入|正会員入会金収入仏000 ! 158， ωo I 3, 600 

学生会員入会金収入 39， 000 43 , 800 I ム 4, 800 
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勘定科目

大科目( 中科 目 |小科目

会費収入|正会員会費収入
学生会員会費収入

賛助会員会費収入

事業収入|会誌頒布収入
|研究発表会収入
講演会収入

講習会収入

資料等頒布収入|
1 A 0 R 収入|

E J 0 R 収入 i
A P J 0 R 収入 i

受託研究収入

雑収入|広告収入
受取利息 l

名簿収入

雑収入 l

敷金引当金取崩収入 l

表彰事業引当金取崩収入

国際協力引当金取崩収入|

I~~化引当金取崩収入
[名簿作成引当金取崩収入
別途引当金取崩収入

当期収入合計

前期繰越収|
支差額

収入合計

予算額 ïîtrif:Ii:T~tìï 増 減|備考
29，同 160 I 27, 798, 400 I 1，肌 760

1, 010, 000 I 1, 165, 000 i 6. 155, 000 

19, 160, 000 I 16, 873, 000 I 2, 287, 000 

8, 710, 000 I 9, 300, 000 I ム 590， 000

3, 300, 000 I 3, 380, 000 I ム 80 ， 000

370, 000 I 420, 000 I ム 50， 000

640, 000 I 600, 000 I 40, 000 
250, 000 I 250, 000 I 0 

474, 000 I 450, 000 I 24, 000 

348, 000 I 360, 000 I ム 12 ， 000

115, 000 I 80, 000 I 35, 000 
o I 1, 700, 000 I ム 1 ， 700， 000 I 

5, 000, 000 I 4, 700, 000 I 300, 000 ! 

1, 500, 000 I 1, 100, 000 I 400, 000 

800, 000 I 200, 000 I 600, 000 
400, 000 I 400, 000 i 0 

01 1, 200, 000 I ム 1 ， 200， 000 I 
900, 000 I 0 I 900, 000 I 

900, 000 I 900, 000 I 0 

1, 000, 000 I 700, 000 I 300, 000 
500, 000 I 0 I 500, 000 

l ， 0札制 8引00 i 180, 440 

mmooJmomooi m牝 000 1 

1ふ帆 419 15， 052， 165 1 953, 254 1 

川町19 1 87， 857 ， 1日 4， 0川54 1

2) 支出の部
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1し， 5刈5兄500∞仰O

10∞0， 0刈O∞O∞o ! 0 I 
68, 000 I ム 12丸， 000 I 

l州O∞01 ム 40， 000 1 

州00 I 0 I 
200, 000 1 0 1 

300, 000 1 0 ! 

1, 300, 000 i 300, 000 

備減増前年度予算額
勘定科目 | 

語科目| 中科目 I--~jJF 
1 臨時雇賃金 1, 980, 000 

保険料 100, 000 

負担金 80, 000 

支払手数料 150， 000

租税公課 60， 000

退職給与引当金繰入 200， 000

雑費 300， 000

損金 1 ， 000， 000

額算予
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講演会開催費

講習会開催費

OR企業サロン

研究部会費

文部費

動

表彰事業費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

諸謝金

給料手当

編集校正費

消耗品費

受託研究費 i

FMES ・研連関係費 1

i 記念事業引当金繰入 l

費[雑費 l
当期支出合計

活究研

備予

額
一
計

差支収期当

次期繰越収 i
支差額 i 

支 メh
ι4 
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特別会計(数理計画法研究会)

収入の部

勘定科目 1 _ _ ._ ! ••• ~_ _~ 1 ... .~ 1 
一 一ァ一一 ，-~---;-- -::;-;-~-=-----I 予算額|前年度予算額|増 減|備
大科目| 中科 目 |小科目 l I '4-~ "_'"  ..,. ......., ,-'. ! 

事業収入|参加費収入 600， 000 I 0 I 600, 000 
資料等頒布収入 50， 000 1 0 I 50, 000 
受取利息収入 100， 000 1 0 1 100, 000 

当期収入合計 750, 00o I 0 I 750, 000 I 

前期繰越収 6， 801 ，ωo 1 ふ肌ω(
支差額
一← 合 証 7， 551 ， 669下一一一 o I 7， 551，み「

支出の部

勘定科目

大科目「←石科目 |小科目
事業費|賃 借 料
会議費
旅費交通費
通信運搬費
印刷費
消耗品費
臨時雇賃金
研究助成事業費

当期支出合

当期収支差

次期繰越収|
支差額 | 

支

考

入収

1) 

雑

2. 

一丁一

or玉ーリ50 ， 0面下一一一
-õ-I--~------------

。|ム丸 7山69 1
01 ム 7 ， 551 ， ω|

考減

300, 000 。 ム 300, C 
100, 000 。 ム 100, C 
100, 000 。 6. 100, C 
100, 000 。 ム 100, C 
500, 000 。 ム 500,C 

50, 000 。 6. 50, C 

100, 000 。 ム 100, C 

600, 000 。 ム 600, C 

増額算予度年前額算予

2) 

1 ， 8凡 000 I 

1, 100, 000 1 

引山69 1
7 ， 551 ， ω| 

額|ム

出合計 ( 

(第 6 号議案)

平成 2 年度・平成 3 年度評議員候補者名簿

(第 5 号議案)

平成 2 年度・平成 3 年度
役員候補者並びに継続役員名簿

l~一色1_ J 旦一一望，_1_-' 民 そ
1 1 青木兼一 I 25 斉藤嘉博 149 I 藤井 進

-21 青沼龍雄日正「荏藤一事二一円'01 藤永靖彦
3 1 浅居喜代治い7 司馬 次 1 51 1 松田武彦
41 阿南信博い8 新村 一 1 52 1 松田寿子
引伊藤忠雄日す団末一議百円子日両一天真7
61 茨木俊秀け0 須永 雄 1 54 1 水野幸男
引岩田 怜 2土旦旦盈盈日三団園生差且
8 1 ì毎辺不二雄い2 千住鎮雄 1 56 1 武藤滋失
91 梅沢 豊 1 33 高井 造 1 57 1 本告光男
10 1 大前義次打4 高原 彦 1 58 1 芯谷靖宏
1 j-I 丘本 正日子百lfiJ吾平円子清正守票士

11.. 1呈監丑量一u土|並也主主I~I昼王旦韮L
13 1 小田部要寄り7 戸田一夫 1 61 1 矢島敬二
14 1 織畑基一 I 38 I 根 I 62 I 柳沢 滋
15 1 亀田寿夫 1 39 1中井 久 1 63 1 矢矧晴一郎
16 1 川島幸之助 1 40 長津行高 1 64 1 矢部 員
17 山哩主-=:~~ U土亙旦皇主恒三凶室直担
18 1 栗原宏文 I 42 西野 一 I 66 1 山下達哉
19 1 児玉正憲川川聖子村淳二 1 67 1 山下 浩
20 1 小山昭雄|糾|九郎幻由紀夫 I 68 I 山出 郁夫

21 凶型E一正-'~~旦生壁墨主恒三凶杢一一宜L
22 1 近藤次郎 146 平尾信正 I 70 1 吉山博吉
23 1 後藤義雄 I 47 1 f福田晋一郎
24 I 権藤元凶8 I f:J::見 則

前
門
治
之
浩
和
寛

夫

会務役職!定数 候補者 | 非改選役員
会長川1 (1) I 岡 久雄

副会長 1 3 (1) I 牧野都治

利

弘

政

信

小田部

長谷川

安達

柳井

小島

高森

林Ir--
3
4
 

敏

夫
隆
澄
道
昭

久

道

史
忠
義
正

木

鈴木

古林

遠山

海老名

福川

藤野

山本

鈴2 (1) 

1 (0) 

2 (1) 

2 (1) 

1 (1) 

4 (3) 

庶務

国際

研究普及

編集

会計

無任所

監事

オベレーションズ・リサーチ

道

440 (64) 

誠木鈴明2 (1) 

)内は平成 2 年度改選数
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